
種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P600（Ⅱ-3-④-5）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

表4.2 機種の選定（１工事当り機械設備） 
種
別 

機械名 規格 
単
位 

数量 摘要 

送
気
設
備 

空 気 圧 縮 機 
吐出量（50/60Hz）29／36m3／min 
最大圧力0.4MPa 

台 必要台数 (注) 1 

圧 縮 空 気 清 浄 機 
処理量 1,100ｍ3／ｈ 
最大圧力0.8MPa 

〃 必要台数 (注) 2 

クーリングタワー 冷却トン数40～60RT 〃 必要台数 (注) 3，4，5 

循 環 水 ポ ン プ 口径φ80㎜・全揚程30ｍ 〃 必要台数 (注) 4，6 

レ シ ー バ タ ン ク 
容量2.5ｍ3 
最大圧力0.7～0.9MPa 

〃 必要台数 (注) 2 

送 気 管 
口径φ150㎜ 長さ5.5m 
最大圧力1.0MPa 

ｍ 
空気圧縮機から 
ゲージ設備まで 

 

 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P607（Ⅱ-3-④-8）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

改定無し

表７．１ 供用日数 

設備等 供用日数 摘要 

共 通 設 備 

排 土 設 備 

掘削設備（遠隔操作用設備を除く） 

掘削設備（遠隔操作用設備） 

艤 装 設 備 

外 側 足 場 

内 側 足 場 

（A＋B＋C＋E）  ×1.54 

（A＋B＋E）    ×1.54 

（A＋B＋E）    ×1.54 

（A＋B＋E’）   ×1.54 

（A＋B＋C＋E）  ×1.54 

（A＋B）      ×1.54 

（A1＋B1）     ×1.54 

 

安 全 設 備 

送 気 設 備 

救 急 設 備 

予 備 設 備 

（A＋B＋C＋E）   ×1.54 

（A＋B＋C＋D＋E）×1.54 

（A＋B＋C＋E）  ×1.54 

（A＋B＋C＋E）  ×1.54 

ケーソンが2基以上の場合は， 

重複する分を減ずること。 

 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P610（Ⅱ-3-④-11）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

改定無し

   4. 軟岩(Ⅱ)の場合はレッグドリル（空圧式）削岩機を，軟岩(Ⅰ)の場合はピックハンマを次の台数計上す 
    る。 
   掘削面積 40m2以上100m2未満2台 
    空気圧縮機（レッグドリル（空圧式）用）（削岩機用）7.5～7.8m3／min［可搬式・エンジン駆動・スク

リュ型(超低騒音型)・排出ガス対策型(第3次基準値)］×1１台 

   掘削面積 100m2以上300m2未満3台 
    空気圧縮機（レッグドリル（空圧式）用）（削岩機用）7.5～7.8m3／min［可搬式・エンジン駆動・スク

リュ型(超低騒音型)・排出ガス対策型(第3次基準値)］×1１台 
   掘削面積 40m2以上100m2未満2台 
    空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8m3／min［可搬式・エンジン駆動・スクリュ型(超低騒音型)・排出

ガス対策型(第3次基準値)］×1台 
   掘削面積 100m2以上300m2未満3台 

空気圧縮機（ピックハンマ）7.5～7.8m3／min［可搬式・エンジン駆動・スクリュ型(超低騒音型)・排出
ガス対策型(第3次基準値)］×1台 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P615（Ⅱ-3-④-16）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し
表９．1-1 仮設備の組立・解体歩掛           （1台当り） 

名称 規格 単位 

土砂ホッパ 

（ホッパ投入容量

10m3） 

天井走行式 

ショベル 

バケット容量0.15m3 

遠隔操作用設備 

組立 解体 
組立 

4.2日 

解体 

4.2日 

組立 

4.9日 

解体 

3.4日 

土木一般世話役  人 1.7 0.5 2.4 2.4 － － 

潜 か ん 世 話 役  〃 － － － － 1.8 1.3 

と び 工  〃 5.7 2.8 － － － － 

溶 接 工  〃 3.9 1.4 － － 1.0 0.7 

潜 か ん 工  〃 － － 8.7 6.9 9.8 6.8 

電 工  〃 0.4 0.2 1.1 1.1 10.0 3.3 

特 殊 作 業 員  〃 － － － － 1.9 － 

普 通 作 業 員  〃 0.7 0.4 － － 7.8 7.2 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

運 転 

[油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型 

(2014年規制)] 

最大吊上能力25t吊 

日 1.9 1.2 － － － － 

クローラクレーン 

燃 料 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ

スジブ型排出ガス対策型

(2014年規制)] 

最大吊上能力70t吊 

L － － 412 412 180 69 

諸 雑 費 率  ％ 10 23 7 

 

名称 規格 単位 

定置式空気 

圧縮機設備 

(29/36m3/min) 

クーリングタワー 

設備 

(冷却トン数40～

60RT) 

ホスピタルロック 

組立 

7.7日 

解体 

5.5日 
組立 解体 組立 解体 

土木一般世話役  人 3.6 2.2 － － 1.1 1.1 

と び 工  〃 7.7 3.3 － － 3.3 1.1 

溶 接 工  〃 15.4 5.5 1.1 0.6 4.4 1.2 

電 工  〃 3.3 1.1 － － － － 

普 通 作 業 員  〃 12.1 5.5 0.8 0.3 3.6 2.2 

コ ン ク リ ー ト  ｍ3 12 － － － 

ラ フ テ レ ー ン 

ク レ ー ン 

運 転 

[油圧伸縮ジブ型 

排出ガス対策型 

(2014年規制)] 

最大吊上能力25t吊 

日 2.5 1.2 0.37 0.25 1.2 1.2 

クローラクレーン 

燃 料 

[油圧駆動式ウインチ・ラチ

スジブ型排出ガス対策型

(2014年規制)] 

最大吊上能力70t吊 

L － － － － － － 

諸 雑 費 率  ％ 6 24 18 

 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P629（Ⅱ-3-④-30）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

改定無し

（６）送気用設備運転一式当り単価表 

施工単価コード SB231230 送気用設備運転費 
 

名    称 規    格 単位 数 量 摘    要 

特 殊 作 業 員  人 1(人)×3(3方) 
表5.3 
(数量×運転日数) 

電 工  〃 0.3 (人) 
表5.4 
（数量×運転日数） 

電 力 量 
(空気圧縮機用 ) 

 kWh 
 86kWh（50Hz） 
110kWh（60Hz） 

数量×延運転時間 

電 力 量 
(クーリングタワー用) 

 〃 0.91kWh 
必要に応じて別途計上 
数量×延運転時間 

電 力 量 
(循環水ポンプ用) 

 〃 5.3kWh  〃 

諸 雑 費  式 1 表5.5 

計     

注）１.電工の作業時間帯は昼間を標準とする。 

  ２.電力量（空気圧縮機用）の数量については，使用する電気の周波数（Hz）に基づいて計上する。 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P632（Ⅱ-3-④-33）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

（15）送気設備（空気圧縮機）１工事当り単価表 

施工単価コード WB231310 送気設備（空気圧縮機） 

 

名      称 規    格 単位 数 量 摘      要 

空 気 圧 縮 機 

吐出量（50/60Hz） 

29／36m3／min  

最大圧力0.4MPa 

台  
表4.2 

（必要数量計上） 

諸 雑 費  式 1  

計     

 

（16）送気設備（その他）１工事当り単価表 

施工単価コード WB231320 送気設備（その他） 

 

名      称 規    格 単位 数 量 摘      要 

圧縮空気清 浄機 
処理量1,100m3／ｈ 

最大圧力0.8MPa 
台  

表4.2（必要数量計

上） 

クーリングタワー 冷却トン数40～60RT 〃  〃(   〃   ) 

循 環 水 ポ ン プ 口径φ80㎜・全揚程30ｍ 〃  〃(   〃   ) 

レシーバタンク 
容量2.5m3  

最大圧力0.7～0.9MPa 
〃  〃(   〃   ) 

送 気 管 
口径 150㎜  長さ 5.5ｍ 

最大圧力1.0MPa 
m  〃(   〃   ) 

諸 雑 費  式 1  

計     

 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P635（Ⅱ-3-④-36）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

（23）機械運転単価表 
 

機  械  名 規    格 適用単価表 指 定 事 項 

工 事 用 水 中 
モ ー タ ポ ン プ 

［普通型(潜水ポンプ)］ 
口径φ100mm 

機-14  

クロー ラクレ ーン 
(  2  の 組 ) 
掘 削 用 

[油圧駆動式ウインチ･ 
ラチスジブ型・ 
排出ガス対策型（2014年規
制）]最大吊上能力70t吊 

機-16 
燃料消費量→98 
機械賃料数量→ 1 

コンクリートポンプ車 
[トラック架装・ブーム式] 
圧送能力90～110m3/h 

機-18 
運転労務数量→1.00 
燃料消費量→ 79 
機械損料数量→1.00 

 



種別･頁

共通工編 赤書き箇所：改定

P642（Ⅱ-3-④-43）

④ニューマチックケーソン工

令和８年１０月版　土木工事標準積算基準書（改定・訂正）

令和８年１０月１日適用

改定・訂正前 改定・訂正後

改定無し

(２) 送気用設備・運転 

名   称 規   格 単位 
施工歩掛コード 

SB231230 WB231320 WB231310 

特 殊 作 業 員  人 ○   

電 工  〃 ○   

空 気 圧 縮 機 損 料 
吐出量（50/60Hz）29／36m3／min 

最大圧力0.4MPa 
台   ○ 

圧 縮 空 気 清 浄 機 損 料 
処理量1,100m3／h 

最大圧力0.8MPa 
〃  ○  

クーリングタワー 損料 冷却トン数 40～60RT 〃  ○  

循 環 水 ポ ン プ 損 料 口径80mm・全揚程30m 〃  ○  

レ シ ー バ タ ン ク 損 料 容量2.5m3 最大圧力0.7～0.9MPa 〃  ○  

送 気 管 
口径φ150mm 長さ5.5m 

最大圧力1.0MPa 
m  ○  

電力料（空気圧縮機用）  kWh ○   

電力料（クーリングタワー用）  〃 ○   

電力料（循環水ポンプ用）  〃 ○   

 


